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【参加時の留意点】

• 参加時の表示名は必ず「所属組織_所属部署_氏名」で設定してください。
※必要に応じて事務局にて、表示名を「所属組織_所属部署_氏名」へ変更させていただき
ます。

• 通信環境の安定を目的に、発言時を除き、カメラはオフ、マイクはミュートに
してください。

• 発言を希望する場合は、WebExの画面下にある挙手ボタンを押していただき、
司会者または事務局から指名された後に発言してください(発言が終わりました
ら、挙手ボタンを下げてください)

開始まで今しばらくお待ちください

当日追加資料

-当日追加-

第4回_避難所及び避難所外被災者の支援に係る検証チーム
第4回_必要な機能・ユースケース及び業務フロー検討チーム
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第4回_避難所及び避難所外被災者の支援に係る検証チーム
第4回_必要な機能・ユースケース及び業務フロー検討チーム

1. 開会

2. 議事
(１) 標準仕様書：成果物のご確認・個別論点に係る協議(検討)
(２) 導入手順書：成果物のご確認・個別論点に係る協議(検証および検討)
(３) 全体質疑・事務連絡

3. 閉会

＜配布資料＞

• 資料1_20250121_第4回検討検証T資料_概要資料

• 資料2_20250121_第4回検討検証T資料_議事(1)標準仕様書

• 資料3_20250121_【本紙】標準仕様書

• 資料4_20250121_【別紙1】機能要件一覧

• 資料5_20250121_【別紙2】非機能要件

• 資料6_20250121_【別紙3】データフロー

• 資料7_20250121_第4回検討検証T資料_議事(2)導入手順書

• 資料8_20250121_導入手順書

• 参考資料1_広域被災者データベース・システム構築検討ワーキンググループ開催要綱、委員名簿

議事次第
令和7年1月21日(火)10：00 ～ 12:00
石川県行政庁舎 5階 511会議室
（オンライン開催）

＜ミーティングリンク＞
https://ishikawapf.webex.com/meet/type-s
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本会議の位置づけおよび今後の進め方

(3) 第3回 検討WG(2) 第4回 検討検証T(1) 第3回 検討検討T

1.資料送付
＠1/8(水)～

1/10(金)

2.会議開催
@1/14(火)

1.資料送付
＠1/15(水)～

1/20(月)

2.会議開催
@1/21(火)

1.資料送付
1/27(月)～
1/30(月)

2.会議開催
@1/31(金)

0.ご意見〆切
＠1/20(月)、

1/24(金)

①
標準
仕様書

②
導入
手順書

•会議資料
*資料内に
目次案含

•構成(本紙＋別紙)を合意
※議事(1)

•別紙の中身作成のために、 「機能要件」
「非機能要件」の課題やニーズを聴取
※議事(2)・検証

•本紙の目次を合意
※議事(2)・検討

•会議資料

＋

•本紙(素案)

•本紙及び別紙の暫定版をご提示し、
ご意見聴取

•別紙の中身作成のために、「機能要
件」「非機能要件」「データフロー」の
記載案をご提示し、ご意見聴取

(実施無し)

•会議資料

＋

•本紙(暫定版)
＋

•別紙(暫定版)

•本紙(暫定版)
および、
別紙(暫定版)
を合意

•会議資料
*資料内に
目次案含

•会議資料

＋

•記載項目
(素案)

• (1)(2)の会議
における検討内
容に関し、会議
内で発言しきれ
なかった内容含
め、Formsでご
意見収集

•会議資料

＋

•本紙(暫定版)

•目次を合意
※議事(1)

•中身作成のために、「事前準備フェーズ」
「運用フェーズ」の現況・課題を提示
※議事(2)・検証

•中身作成のために、 「事前準備フェーズ」
「運用フェーズ」のあるべき姿を協議
※議事(2)・検討

※ 1.資料送付については、目次資料・当日投影資料(概要)・当日資料(当日用)等、段階に分けて送付します
※ (3)第3回検討WGにむけた0.ご意見〆切については、(1)第3回検証検討関連は1/20(月)、(2)第4回検証検討関連は1/24(金)までにご連絡ください

•本紙(暫定版)
を合意

•本紙(骨子)をご提示し、ご意見聴取

•中身作成のために、「起動フェーズ」
「運用フェーズ」の現況・課題・データ
活用事例を提示・聴取

•中身作成のために、 「起動フェーズ」
「運用フェーズ」のあるべき姿を協議

反映

反映

反映

反映

反映

反映

反映

反映

•会議資料

＋

•本紙(暫定版)
＋

•別紙(暫定版)

•会議資料

＋

•本紙(骨子)
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配布資料の送付スケジュール(予定)

※複数回送付する予定の資料は、送付毎に内容を更新予定

資料名
送付予定 1/21(火)

当日投影1/15(水) 1/17(金) 1/20(月)

資料1_20250121_第4回検討検証T資料_概要資料 ✓ ✓ ✓ ✓

資料2_20250121_第4回検討検証T資料_議事(1)標準仕様書 ✓ ✓ ✓ ✓

資料3_20250121_【本紙】標準仕様書 ✓ - - ✓

資料4_20250121_【別紙1】機能要件一覧 ✓ - - ✓

資料5_20250121_【別紙2】非機能要件 ✓ - - ✓

資料6_20250121_【別紙3】データフロー ✓ - - ✓

資料7_20250121_第4回検討検証T資料_議事(2)導入手順書 - ✓ ✓ ✓

資料8_20250121_導入手順書 - ✓ - ✓

参考資料1_広域被災者データベース・システム構築検討ワーキンググループ開催要綱、委員名簿 - - -

本日送付



第4回検討チーム/検証チーム
議事(1)

標準仕様書パート

※詳細資料は、別途添付資料ご参照
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1/21 第4回検証・検討T（検討） 仕様書パートのアジェンダ

＃ 議題 協議内容
時間

(質疑)

1 本会議のゴール
• 本会議でのゴール・本会議の提示内容のご説明
• 各参加者の立場に応じた確認論点のご説明

3分
(-)

2 標準仕様書(本紙)について
• 標準仕様書(本紙)における詳細の記述箇所のご説明
• 本事業に沿った記載内容となっているかのご確認

10分
(5分)

3 機能要件(別紙1)について
• これまでの検討の振り返り
• 機能要件における確認観点に沿ったご意見のお伺い

5分
(3分)

4 非機能要件(別紙2)について
• これまでの検討の振り返り
• 非機能要件における確認観点に沿ったご意見のお伺い

10分
(5分)

5 データモデル(別紙3)について
• これまでの検討の振り返り
• データモデル作成の前提のご説明
• データモデルにおける確認観点に沿ったご意見のお伺い

12分
(5分)
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1/21 第4回検証・検討T（検討） 仕様書パートの位置づけ

本会議の
ゴール

• これまでのWSや検証会議でいただいたご意見や議論を踏まえ、標準仕様書(本紙)と標準仕様書(別紙1~3)の記載方針に
ついてご意見いただきたい

対象成果物

機能要件
（別紙1）

非機能要件
（別紙2）

データモデル
（別紙3）

提示内容 本会議で確認すべき論点

• 広域被災者データベース・システムの概要と機能要件にお
ける課題整理

• 各課題における現状整理と対応方針案

• 広域被災者データベース・システムの概要とユーザ影響が
想定される非機能要件における課題整理

• ユーザ影響がある非機能要件において、石川県での事例
を踏まえての対応方針案

• 被災者の居所情報や連絡先といった基本情報の項目と
「健康管理業務における健康情報」「見守り相談支援事
業における被災者情報」の項目を踏まえたデータモデル案

• 下記における標準仕様書への記載方針に懸念がないか
• 被災者DB以外のシステムとの連携の拡張性
• 名寄せロジックにおける対応方針
• 各ユーザに対して、一意に定めるID採番方法
• ユーザの利用画面イメージを踏まえた機能

• ユーザ影響がある非機能要件における対応方法

• 定義すべき情報項目の抜け漏れ要素がないか
• 災害時の被災者データベースの目的に沿ったものになっているか
• ベンダーロックインになりうるといった発注者側の懸念に繋がる要素が

あるか

標準仕様書
（本紙）

• 標準仕様書(本紙)に記載されている章節「1. 基本事
項」に記載がある「1-2. 調達の背景・目的」、「1-3. シス
テム化の範囲」、「1-4. 業務の範囲」、「9. その他」の内
容

• 提示した章節において、本事業に沿った記載となっているか
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本会議の趣旨・確認観点について

本日の趣旨
• 本事業は、能登半島地震を事例として、各広域自治体にて標準仕様に基づいた被災者データベースを構築していくことを

可能とするために、最終的に各広域自治体等からベンダーに発注を行う際に利用される標準仕様書の作成を目的としま
す

趣旨を踏まえた確認観点

広域自治体
(都道府県)

ベンダー

有識者

各成果物における確認観点(共通)

• 各課題における対応方針案について過去事例を踏まえた対応方法
• ベンダー発注時における発注者としての懸念がありそうか

• ベンダー応札ハードルが高くならないか
• ベンダーロックインになりうるといった発注者側の懸念に繋がる要素があるか

• 記載内容における本事業との適合性があるか
• 各課題・懸念点における対応方法についてリスク・懸念がないか
• 災害時の被災者データベースの目的に沿ったものになっているか



第4回検討チーム/検証チーム
議事(2)

導入手順書パート
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◼ 第4回検証・検証会議における協議事項は、以下3点
• 導入手順書(骨子)とページ構成

＜B.発災時～応急期(システムの起動)フェーズ＞

• システム起動フェーズにおける、起動の判断基準・各主体の取組事項・運用手順・平時から備えておくべきこと

＜C.復旧期、復興期(システムの運用)フェーズ＞
• 見守り支援業務における、円滑な情報連携のために平時から備えておくべきこと

フェーズ

A.平時 B.発災時～応急期 C.復旧期、復興期

必要な
取り組み

システムの起動事前準備

＜広域被災者データベース・システムの運用期間＞

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・契
約

共有する情報
(接続システム/名簿)

被
災
状
況
の
把
握

担当する部署
(情報取扱い/運用担当者)

運用ルール(法令、段
取り、情報の共有範囲)

セキュリティ対策
(情報保護機能／法的文書)

システム運用訓練
(ﾃﾞｰﾀ作成、ｼｽﾃﾑ操作)

被
災
市
町
へ
の

情
報
提
供
依
頼

被
災
市
町
及
び
支
援
者
へ
の

ア
カ
ウ
ン
ト
付
与

システムの運用

被
災
市
町
及
び
支
援
者
と
の

情
報
連
携

デ
ー
タ
の
追
加/

更
新

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
支
援

システムの停止

利
用
状
況
の
評
価

被
災
市
町
及
び
支
援
者
へ
の

運
用
停
止
の
通
知

デ
ー
タ
の
引
継
ぎ

運用手順の整備

1/21 検証/検討T

広域災害の
発生/おそれ

1/21 検証/検討T

2

3

3

本日の主な協議事項

1

2 3

1/21 検証/検討T

2

：②③の取り組みについて、それぞれ平時から備えておくべきことを協議
意見募集
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本日の進め方

所要
時間

目次 内容

5分 本日のスコープと意見をいただきたいポイント
意見募集のスケジュール

✓ 本日だけでなく、1/24(金)までWEBフォームにてご意見を募集

10分 ①.【導入手順書（骨子）】
骨子のご提示

説明 ✓ 現時点の導入手順書の骨子のご説明
✓ 意見収集の仕方についてのご説明

5分 質疑 ✓ 意見収集の方法や内容に関する質問を受け付け

10分 ②【B. 発災～応急期(システムの起動)】
(1)起動判断基準
(2)各主体の取組事項
(3)その他平時から必要な備え

説明 ✓ ＜検証ASIS＞石川県における対応および課題
✓ ＜検討TOBE＞起動判断基準・取組事項・平時から必要な備えのTOBE

案

20分 意見交換 ✓ TOBE案について、業務観点から追加すべき要素などのお伺い

10分 ③【C.復旧・復興期(システムの運用)のう
ち、見守り支援業務について】
円滑な情報連携を行うための平時からの備え

説明 ✓ ＜検証ASIS＞WS3を踏まえた、石川県における対応および課題
✓ ＜検討TOBE＞平時から必要な備えのTOBE案

5分 意見交換 ✓ TOBE案について、業務観点から追加すべき要素などのお伺い

◼ WEBフォームを送信しておりますので、追加があれば1/24(金)17:00までにご意見を記載の上、お送りください
➢ 頂きましたご意見は、1/31(金)検討ワーキンググループで提示予定の骨子に活用



-12-

• 大項目・中項目にぶら下がる記載要素に抜け漏
れがないか

• 運用手順のページ構成により良い案がないか
導入手順書(P5～11)

本日の主な協議事項

◼ 導入手順書の骨子の抜け漏れ要素の洗い出しを完了したい

◼ 広域被災者データベース・システムの起動の基準、判断主体、判断までの流れの方向性を決定したい

◼ 見守り・相談支援の効果的な実行のための平時からの備えの主体と手順を決定したい

ご確認いただきたい事項と本日のゴール

ご確認観点

• 平時からの備えとしてご提示している内容に抜け
漏れがないか

• 実行を想定した場合の課題・懸念点がないか

本日のゴール

• 導入手順書の
骨子に抜け漏れている記
載要素の洗い出しが完了
している状態

• 運用手順のページ構成を
確認できている状態

• 各協議事項において
対応方針を決定し、
導入手順書（Word）に
落とし込みができる状態

ご意見収
集方法

意見交換
アンケート

協
議
事
項

ご確認いただきたい事項

広域被災者データベースシステム
の起動の基準と平時からの備え
（P12～22）

見守り支援における
平時からの備え（P27～38）

１

２

３

• 基準の内容、判断主体、起動判断までの流れに
ついて、個別の論点でお伺いする



全体質疑

当日追加資料
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事務連絡

今後の検討会議体の予定
１．日時・場所

【第5回検討ワーキンググループ】
※未定

【第6回検討チーム】
令和7年3月4日(火)10:00-12:00
石川県行政庁舎13階1311会議室 ※現地・オンラインのハイブリッド開催

【第4回検討ワーキンググループ】
令和7年3月17日(月)13:00-15:00
石川県行政庁舎13階1311会議室 ※現地・オンラインのハイブリッド開催

２．主な議事

※検討中

３．開催方法

オンライン開催（Webexを利用）

（事務担当）
ワーキンググループ運営事務局
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社
検討WG運営担当 久保・廣田・畠山
Mail：digital_types_bousai@tohmatsu.co.jp

石川県総務部デジタル推進監室 山森・谷場・杉浦
TEL：０７６－２２５－１３２０
Mail：e120300@pref.ishikawa.lg.jp
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事務連絡

今後の検討会議体の予定
１．日時・場所
２．主な議事

【第5回検討ワーキンググループ】
標準仕様書：BDX等有識者からの成果物へのコメントに基づき検討予定
導入手順書：システム停止/コスト負担の考え方

【第6回検討チーム】
標準仕様書：標準仕様書本紙及び別紙に関するコメントへの対応方針のご説明
導入手順書：システム停止・コスト負担の考え方

【第4回検討ワーキンググループ】
標準仕様書：BDX等有識者からの成果物へのコメントに基づき検討予定
導入手順書：システム停止・コスト負担の考え方

３．開催方法

オンライン開催（Webexを利用）

（事務担当）
ワーキンググループ運営事務局
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社
検討WG運営担当 久保・廣田・畠山
Mail：digital_types_bousai@tohmatsu.co.jp

石川県総務部デジタル推進監室 山森・谷場・杉浦
TEL：０７６－２２５－１３２０
Mail：e120300@pref.ishikawa.lg.jp
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